


































































































































































































































ちなみに社会学者 R. P. Dore氏は桃山学院大学に２回講演に来ていただいた。
（１９８２年１０月２９日および１９８９年９月１９～２０日）


















































! 図書 約６２，０００冊 （プラザの旧蔵書１７，０００冊を含む）



































種類 場所 おもな内容 整理・保存法 分量と整理状況
（１）
書庫資料
【閲覧のみ】
書
庫
・
６
Ｆ
会議資料，メモ，手帳，チラシ，
ビラ，新聞スクラップ，たすき，
横断幕，機関紙，写真，ビデオ，
８ミリ，スライド，冊子，刊行物，
書籍，環境白書など，すべて個
人や団体からの提供によるも
の
出所（提供者）ごとに通し番号
を与えて，箱詰。当初はすべて
ダンボール箱で，資料はそのま
ま箱に入れていたが，可能なと
ころから中性紙の封筒や文書
箱への入れ替えをおこなって
いる
ダンボール箱約
２００箱分収納。
うち約３分の１に
あたる約２６，０００
点分の目録あり
（２）
西淀川
大気汚染公害
裁判記録
【閲覧のみ】
閲
覧
室
・
５
Ｆ
準備書面，書証，弁論調書，証人
調書，検証調書など西淀川公害
裁判の全訴記録
種類ごとにファイリングされ
ていた資料を合本製本
計２６６冊開架。
仮目録あり
（３）
開架図書・
資料
【貸し出し可】
大部分は図書類。その他，各地
患者会の総会議案書やシンポ
ジウム，集会の資料など。個人
や団体からの寄贈図書，行政か
らの配布物，財務業務のための
購入図書，収集資料など
日本十進分類法にて分類し，順
番に開架。公害・環境工学（５１９）
分野については，独自の番号体
系を採用している。さらに西淀
川地域に関する図書類は，独立
させている。登録番号シールと
図書貸出カードを各図書に付
けている
約５，４００点の図
書等を開架。
目録あり
（４）
ビデオライブラリー
【貸し出し可】
西淀川公害に関するオリジナ
ル制作ビデオ，報道録画映像，
語り部映像，昔の西淀川の風
景，教材ビデオなど。VHSと
DVDあり
「西淀川公害」，「西淀川地域」，
「再生まちづくり」，「環境対
策」，「環境学習」，「健康・福祉」な
ど１１のカテゴリーに分けて分
類
VHSテープ１５７
本，DVD１４４枚。
目録あり
（所載点数２５１）
全国で初めての試みである。
さらに，２００６年，集った資料を公開するため，あおぞら財団付属のエコミ
ューズが開館したのである。所蔵資料の種類別の主な内容，整理方法，整理
状態は資料５の通りである。
資料５ 所属資料の概要（２００９．３．３１時点）
（ii） エコミューズの活動
このエコミューズの諸活動を「報告書」第１号（２００６．３．１８～２００７．３．３１），
同第２・３号合併号（２００７．４．１～２００９．３．３１）から抽出しょう。
! 幕開けは，資料館オープン記念シンポジウムであった。テーマは「環境
再生の時代に公害経験から ―公害・環境問題資料の保存と活用にむけて―」
である。
" 資料の収集と整理・展示，資料の電子化
桃山学院大学人間科学 No. 38
－２７２－
! 常設展示とパネル作成 １２枚のパネルは西淀川地域の公害の原因，被害
の実態，医師・ジャーナリスト・弁護士・専門学者の協力による地域再生
の経緯がビジュアルに解説されている。
" この資料館での研修活動が注目される。例えば，環境省の職員が「政策
に公害患者の声を活かします」というテーマで，半日，出来島駅→出来島
小学校測定局→西淀川高校→あおぞら苑（デイサービスセンター）→大野
川緑陰道路→あおぞら財団というコースでめぐり，あおぞら財団では公害
患者の話と当時の森脇理事長の話を聞いている。（２００７年１２月７日および２００９
年２月１０日）
その他，国際協力事業団（JICA）の研修，韓国司法研修生の受入れ，国
内の多くの大学の研修，市民グループの研修や交流会，地元の中学校，高
等学校のフィールドワークの拠点としても活躍されている。
あとがき
上述のように，「公文書管理法」が成立するまでの政治的，社会的背景とし
て，日本学術会議の「勧告」「要望」，数多くの歴史学会の要望，Archivist団
体の要望などが存在し，加えて現用文書，歴史文書の情報公開を求める市民，
国民のパワーの高まりがあり，それを反映して良識のある政治家たちの行動
があったと思う。
２００９年７月１日に公布された「公文書管理法」の第１条（目的）を引用し
よう。理念，目的，意義が簡潔にまとめられた名文である。
公文書管理法
（目的）
第１条 この法律は，国及び独立行政法人等の諸活動や歴史的事実の記録である公文
書等が，健全な民主主義の根幹を支える国民共有の知的資源として，主権者である
国民が主体的に利用し得るものであることにかんがみ，国民主権の理念にのっとり，
公文書等の管理に関する基本的事項を定めること等により，行政文書等の適正な管
理，歴史公文書等の適切な保存及び利用等を図り，もって行政が適正かつ効率的に
運営されるようにするとともに，国及び独立行政法人等の有するその諸活動を現在
及び将来の国民に説明する責務が全うされるようにすることを目的とする。
「公文書管理法」成立の背景に関する一考察
－２７３－
松浦道夫氏のご退職の記念号に投稿させていただくことになった。松浦先
生の教授としてのご貢献，学長としてのご貢献に心から感謝申し上げるとと
もに，今後の御活躍に期待したい。
桃山学院大学人間科学 No. 38
－２７４－
